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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年7月25日(2019.7.25)

【公開番号】特開2017-158170(P2017-158170A)
【公開日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-034
【出願番号】特願2016-146971(P2016-146971)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/73     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    9/73     　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ    1/46     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｑ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３１Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３１Ｒ

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月17日(2019.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図２に示される１次元ルックアップテーブル１２０２は、階調変換前の階調値から階調
変換後の階調変換への階調変換が行われる場合の階調変換特性を定義し、１、・・・、１
５９、１６０、１６１、・・・、２５５という２５６個の入力階調値１２２２を備え、２
５６個の入力階調値にそれぞれ対応する１、・・・、１６４、１６９、１７２、・・・、
２５５という２５６個の出力階調値１２２４を備える。入力階調値１２２２の各々は、８
ビットのビット列で表現される。出力階調値１２２４の各々は、８ビットのビット列で表
現される。２５６個の入力階調値１２２２が、各々が７ビット以下または９ビット以上の
ビット列で表現される複数の入力階調値に置き換えられてもよい。２５６個の出力階調値
１２２４が、各々が７ビット以下または９ビット以上のビット列で表現される複数の出力
階調値に置き換えられてもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
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　３　実施の形態３
　実施の形態３は、実施の形態１の色補正装置を置き換える色補正装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　実施の形態１の色補正装置においては、１次元ルックアップテーブルR_LUT,G_LUT,B_LU
T,W_LUT(R),W_LUT(G)およびW_LUT(B)にそれぞれ対応する重み係数K_R,K_G,K_B,K_W(R),K_
W(G)およびK_W(B)が算出され、６個の１次元ルックアップテーブルにしたがって補正が行
われたが、実施の形態３の色補正装置においては、１次元ルックアップテーブルR_LUT,G_
LUTおよびB_LUTに対応するひとつの共通の重み係数K_RGBが算出され、１次元ルックアッ
プテーブルW_LUT(R),W_LUT(G)およびW_LUT(B)に対応する共通の重み係数K_Wが算出され、
６個の１次元ルックアップテーブルにしたがって補正が行われる。その目的は、重み係数
を算出するために要する計算量を削減することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　図５に示される色補正装置３０００は、液晶表示装置１０００に組み込まれて色補正部
１０６２となり、原色用の補正部３０２２、白用の補正部３０２４、係数算出部３０２６
および階調値算出部３０２８を備える。原色用の補正部３０２２は、原色用の階調変換部
３０４２を備える。白用の補正部３０２４は、白用の階調変換部３０６２を備える。色補
正装置３０００がこれらの構成物以外の構成物を備えてもよい。実施の形態３の色補正装
置３０００に備えられる原色用の補正部３０２２、白用の補正部３０２４、原色用の階調
変換部３０４２および白用の階調変換部３０６２は、それぞれ実施の形態１の色補正装置
１２９０に備えられる原色用の補正部１３０２、白用の補正部１３０４、原色用の階調変
換部１３２２および白用の階調変換部１３４２と同様のものである。このため、以下では
、係数算出部３０２６および階調値算出部３０２８について専ら説明する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　階調値算出部３０２８は、重み係数K_RGBおよびK_Wがそれぞれ２次階調値R'rおよびR'w
に乗じられた重み付け和K_RGB*R'r+K_W*R'wを３次階調値Routにし、重み係数K_RGBおよび
K_Wがそれぞれ２次階調値G'gおよびG'wに乗じられた重み付け和K_RGB*G'g+K_W*G'wを３次
階調値Goutにし、重み係数K_RGBおよびK_Wがそれぞれ２次階調値B'bおよびB'wに乗じられ
た重み付け和K_RGB*B'b+K_W*B'wを３次階調値Boutにする。出力信号１３６２に含まれる
３次階調値Rout,GoutおよびBoutは、補正後の階調値であり、それぞれＲ、ＧおよびＢの
原色量を示す。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９６】
　K_W =(RGBin_MED+RGBin_MIN)/(RGBin_MAX*2)　(13)
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　また、実施の形態３によれば、実施の形態１より更に少ないリソースでγ特性および色
の補正が行われる。
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